
シンポジウム  

 

 

 

 

日時 ：2 0 2 5 年 9 月 2 3 日（ 月・秋分 の 日） 13 時 30 分~ 1 7 時  

場所 ：サクラ ファミ リア 3F 大聖堂  大阪市 北区豊 崎 3 - 12 - 8  

 

講 師 ： 岡  真 理 （ お か  ま り ） さ ん  

早 稲 田 大 学 文 学 学 術 院 教 授 。 専 門 は 現 代 ア ラ ブ 文 学 、 パ レ ス チ ナ 問 題 。  

《 パ レ ス チ ナ 》 を 現 代 世 界 に 生 き る 人 間 の 普 遍 的 な 思 想 課 題 と し て 研 究 す

る 。 著 書 に 『 ガ ザ と は 何 か 』 （ 大 和 書 房 ） 、 『 ガ ザ に 地 下 鉄 が 走 る 日 』 、 『 ア ラ

ブ、祈りと しての 文学』 （以上 みす ず書房） ほ か。  
 

 

講 師 ： 中 村 一 成 （ な か む ら ・ い る そ ん ） さ ん   

ジ ャーナリ スト 。 1 9 6 9 年、大阪府寝屋川 市 生まれ 。  

毎日新聞記者を 経て 2 0 1 1 年からフ リー。  

在日朝鮮人や移住 者 、難民を取 り巻く問題 や、死刑が 主なテ ーマ。  

中東で  パレ スチナ 難 民との 出会いも重 ねて いる。  

近著 に、 『今日 に 抗う 』 （三一 書房 ）。 他に 『 ウ ト ロ  こ こ で生 き、 ここ で死 ぬ』

『ル ポ  思想としての 朝 鮮籍』『ル ポ  京都朝鮮 学校襲撃事件』  

など 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催 ：カトリ ック 大 阪高松教 会管区 部落差別 人権活 動 センタ ー  

お 問 合 せ ・ お 申 込 み ： カ ト リ ッ ク 大 阪 高 松 教 会 管 区 部 落 差 別 人 権 活 動 セ ン タ ー  

☏ 0 7 5 - 2 2 3 - 3 3 4 0  （ 月 ・ 火 ・ 木 1 0 時 ～ 1 7 時 ）

m a i l :  : b u k a t u @ k y o t o . c a t h o l i c . j p  

主の慈しみ 
主は言われる 

「今こそ、心から私に立ち帰れ 断食し、泣き悲しんで。 

衣を裂くのではなく お前たちの心を引き裂け」 

ヨエ ル 書 2 章  

 

 

長年にわたりパレスチナ問題について研究をしてこられた岡真理さんに、シオニズムやナク

バの日といったパレスチナ問題を、基本的な知識やその歴史的背景を踏まえてお話しいた

だき、ガザ侵攻、そして現在の状況について学び、考えたいと思います。  

また新聞記者を経て、2011 年からフリーで活動されている中村一成さんに「ヘイトとの闘

いが拓いてきた展望の数々、それらの闘争が過去最悪を更新しつづける『いま』の中で取

り組まれ、煌めきを放ってきたことが少しでも伝わればと思う。（ 『今日に抗う』より）」と書

かれているように、倫理の底が抜けた社会をより良い社会にするためには何をすればよい

のか、共に考え、学びたいと思います。  


